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東
京
地
本
管
内
で
も
、
九
月
三
日
に
小
田
原
市

議
会
（
初
）
、
一
〇
月
一
日
大
和
市
議
会

（
初
）
・
柏
市
議
会
（
二
回
目
）、
一
〇
月
一
九
日

足
立
区
議
会
（
初
）
・
葛
飾
区
議
会
（
初
）
で
五

本
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

東
京
都
内
で
は
、
東
京
都
議
会
で
二
回
、
東
京

二
三
区
中
一
六
区
議
会
で
意
見
書
が
採
択
さ
れ
、

二
〇
年
の
節
目
、
総
力
を
あ
げ
た
闘
い
で
勝
利

を
め
ざ
す
た
め
「
『
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
』
全
面
解
決

を
迫
る
一
一
・
三
〇
全
国
大
集
会
」
が
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
か
れ
る
。

国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
ら
四
者
四
団
体
が

主
催
し
、
呼
び
掛
け
人
に
著
名
な
学
者
・
弁
護
士

の
方
々
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
集
会
成
功
に

向
け
、
九
月
一
八
日
か
ら
二
一
日
ま
で
、
国
会
周

辺
で
座
り
込
み
・
国
会
集
会
・
議
員
要
請
な
ど
を

取
り
組
み
、
第
二
一
回
団
結
ま
つ
り
も
成
功
を
収

め
た
。
こ
の
勢
い
を
一
一
・
三
〇
全
国
大
集
会
に

結
び
つ
け
よ
う
！

こ
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
自
治
体
決
議
を
採

択
す
る
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
調
整
中
の
区
議
会
も
複
数
あ
る
。

こ
れ
で
、
七
二
九
自
治
体
・
一
〇
九
六
本
と
な

り
、
国
民
総
人
口
の
過
半
数
を
越
え
る
自
治
体
で

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

に
対
し
て
も
国
鉄
を
承
継
し
て
い
る
鉄
道
・
運
輸

機
構
が
責
任
を
取
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
主
張

し
た
。

ま
た
志
田
弁
護
士
は
被
告
側
が
主
張
す
る
時
効

に
つ
い
て
「
地
労
委
命
令
で
は
Ｊ
Ｒ
会
社
の
使
用

者
責
任
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
後
平
成
一
五
年
一

二
月
に
最
高
裁
判
決
で
Ｊ
Ｒ
が
責
任
を
負
わ
ず
国

鉄
あ
る
い
は
事
業
団
こ
そ
が
責
任
を
負
う
こ
と
を

示
し
た
こ
と
で
、
初
め
て
請
求
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
主
張
し
、
時
効
が
成
立
し
て
い
な
い

こ
と
を
主
張
し
た
。

裁
判
終
了
後
は
横
浜
開
港
記
念
会
館
で
報
告
集

会
が
開
催
さ
れ
、
傍
聴
者
や
支
援
の
仲
間
な
ど
一

五
〇
名
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
本
部
田
中
副
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
弁
護
団
報
告
、
連
帯

あ
い
さ
つ
、
さ
ら
に
原
告
団
の
決
意
表
明
が
さ
れ

た
。
連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
西
日
本
エ
リ
ア
代
表
、

建
交
労
代
表
、
相
鉄
労
組
代
表
な
ど
か
ら
激
励
と

連
帯
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。集

会
の
最
後
に
は
神

奈
川
地
区
本
部
中
沢
委

員
長
が
、
裁
判
傍
聴
と

集
会
参
加
に
対
す
る
お

礼
と
次
回
一
二
月
六
日

の
第
五
回
裁
判
に
も
法

廷
に
あ
ふ
れ
る
傍
聴
参

加
を
要
請
し
早
期
の
裁

判
の
勝
利
を
訴
え
、
参

加
者
全
員
で
「
団
結
が

ん
ば
ろ
ー
」
を
三
唱
し

た
。

一
〇
月
九
日
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟
の
第
四

回
裁
判
が
、
国
労
本
部
、
西
日
本
・
東
海
エ
リ
ア

本
部
の
各
代
表
、
共
闘
会
議
な
ど
の
代
表
を
は
じ

め
、
闘
争
団
員
や
多
く
の
組
合
員
が
傍
聴
し
見
守

る
中
、
横
浜
地
裁
で
行
わ
れ
た
。

裁
判
で
は
被
告
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
側
が
、
先

に
提
出
し
て
い
た
準
備
書
面
（
二
）
の
中
で
「
管

理
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
。
詰
め
所
に
入
ら
ず
、

始
業
時
間
を
遵
守
し
な
い
」
な
ど
の
東
京
高
裁
判

決
（
職
場
復
帰
を
し
た
五
名
の
事
件
で
の
判
決
）

を
引
用
し
な
が
ら
、
停
職
処
分
に
値
す
る
も
の
と

主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
国
労
側
は
岩
村
弁
護
士
が
、
原
告

三
人
が
停
職
処
分
の
理
由
と
さ
れ
た
八
六
年
一
一

月
六
日
〜
一
〇
日
の
事
実
経
過
を
明
ら
か
に
し
、

「
処
分
に
当
た
る
よ
う
な
行
為
は
無
い
。
そ
れ
よ
り

も
有
刺
鉄
線
を
張
り
め
ぐ
ら
し
、
正
門
を
鎖
錠
し
、

外
界
と
完
全
に
隔
絶
し
た
場
所
で
国
鉄
当
局
自
ら

が
仕
組
ん
だ
捏
造
事
件
で
あ
り
、
事
実
を
し
っ
か

り
見
て
欲
し
い
」
と
主
張
し
た
。

さ
ら
に
佐
藤
弁
護
士
は
地
位
確
認
に
つ
い
て
、

「
横
浜
人
活
事
件
で
免
職
と
な
っ
た
五
人
に
つ
い
て

は
暴
力
行
為
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、
事
件
が
国
鉄
当
局
に
よ
り
捏
造
さ
れ
た
こ
と

も
法
廷
で
明
ら
か
に
な
り
復
職
を
果
た
し
て
い
る
」

と
し
て
、
同
じ
事
件
で
停
職
処
分
と
な
っ
た
三
人
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久
保
澤
委
員
長
挨
拶
の
後
、
多
く
の
来
賓
か
ら

不
採
用
事
件
や
安
全
問
題
、
憲
法
改
悪
・
平
和
問

題
な
ど
に
対
し
て
国
労
と
連
帯
し
て
取
り
組
む
力

強
い
挨
拶
を
受
け
た
。

討
論
で
は
経
過
・
方
針
を
含
め
て
一
三
名
の
代

議
員
か
ら
、
◎
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
と
動
員
参
加
体
制
の
確
立
◎
一
括
和

解
後
の
昇
進
試
験
合
格
に
向
け
た
取
り
組
み
、
現

場
の
対
応
や
合
否
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解
消
に
向
け

た
意
見
◎
組
織
拡
大
分
会
か
ら
の
報
告
、
拡
大
に

向
け
た
分
会
運
動
の
活
性
化
と
方
向
性
◎
駅
業
務

委
託
後
の
出
向
に
関
す
る
問
題
点
◎
ア
ス
ベ
ス
ト

問
題
等
の
活
発
な
発
言
が
出
さ
れ
、
姉
崎
書
記
長

の
集
約
に
よ
っ
て
、
向
こ
う
一
年
間
の
運
動
方
針

を
決
定
し
た
。

ス
ト
権
確
立
一
票
投
票
は
、
六
〇
名
の
代
議
員

で
行
わ
れ
賛
成
五
九
票
、
持
ち
帰
り
一
で
確
立
。

三
五
年
前
に
地
本
青
年
部
役
員
に
な
っ
て
か
ら
、

神
奈
川
の
顔
と
し
て
国
労
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
こ

ら
れ
た
久
保
澤
委
員
長
が
今
定
期
大
会
を
最
後
に

勇
退
さ
れ
た
。
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

最
後
に
新
た
に
選
出
さ
れ
た
中
沢
執
行
委
員
長

（
町
田
駅
）
の
力
強
い
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉

会
し
た
。

神
奈
川
地
区
本
部
は
一
〇
月
四
日
、
横
浜
地
裁

正
面
玄
関
向
か
い
に
あ
る
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
一
二
回
定
期
地
区
本
部
大

会
を
開
催
し
た
。

今
大
会
は
、
昨
年
神
奈
川
に
お
け
る
国
労
運
動

の
将
来
展
望
を
考
え
各
支
部
の
再
編
整
備
を
図
り
、

地
区
本
部
か
ら
直
接
支

部
・
分
会
に
指
示
・
指

令
が
出
せ
る
新
た
な
運

動
体
化
を
実
現
さ
せ
て

か
ら
一
年
を
経
過
し
て

の
定
期
大
会
と
な
っ

た
。大

会
は
、
議
長
に
山

田
代
議
員
（
菊
名
駅
）

副
議
長
に
中
里
代
議
員

（
横
浜
駅
）
を
選
出
し

議
事
が
開
始
さ
れ
た
。

な
い
が
、
事
件
が
無
か
っ
た
ら
体
を
酷
使
す
る
事

は
無
か
っ
た
、
と
陳
述
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
生
衛
会
館
に
場
所
を
移
し
、
報

告
会
が
一
七
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

本
部
の
田
中
副
委
員
長
か
ら
「
一
二
月
の
全
動

労
裁
判
の
結
果
が
大
き
く
影
響
す
る
。
三
月
に
も

運
輸
機
構
訴
訟
の
判
決
が
あ
り
連
携
を
強
め
た
い
。

民
主
党
を
軸
に
野
党
共
闘
で
自
民
党
に
迫
り
政
治

解
決
を
早
め
た
い
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
第
七
次
勧
告
で
は

以
前
よ
り
踏
み
込
ん
で
い
る
。
自
治
体
決
議
は
日

本
の
人
口
の
過
半
数
を
超
え
て
い
る
」
等
が
報
告

さ
れ
た
。

ま
た
、
宮
里
弁
護
士
を
始
め
、
後
藤
・
福
田
・

石
井
・
佐
藤
の
弁
護
団
か
ら
、
裁
判
官
に
い
か
に

正
義
の
心
を
持
っ
て
も
ら
う
か
、
沖
縄
で
一
一
万

人
の
集
会
が
教
科
書
問
題
を
動
か
し
た
よ
う
に
、

政
府
は
一
一
・
三
〇
集
会
を
見
て
い
る
。
当
時
の

国
鉄
・
国
労
悪
玉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
一
人
一

人
の
経
験
し
て
き
た
事
実
（
個
々
の
不
当
労
働
行

為
・
勤
務
実
態
）
の
重
さ
に
よ
っ
て
裁
判
所
を
動

か
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

次
回
は
一
二
月
一
二
日
一
五
時
の
予
定
。

旦
混
乱
す
る
と
収
ま
ら
な
い
。
一
人
作
業
が
増
や

さ
れ
、
個
人
の
責
任
が
強
要
さ
れ
て
い
る
。
◎
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
合
理
化
か
ら
六
年
が
経
過
し
て
も
、

Ｐ
会
社
と
の
業
務
区
分
が
不
明
確
。
出
向
先
が
多

い
が
分
会
で
足
を
運
ん
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

出
向
か
ら
戻
り
た
い
人
を
戻
さ
ず
、
残
り
た
い
人

を
戻
す
よ
う
な
、
矛
盾
し
た
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

◎
下
り
線
が
高
架
化
さ
れ
南
口
が
暫
定
的
に
で
き

た
が
、
新
入
社
員
を
含
め
て
六
徹
勤
務
を
一
九
名

で
回
し
、
勤
務
が
回
ら
な
い
。
以
前
は
毎
日
開
け

て
い
た
臨
時
窓
口
も
縮
小
。
◎
若
い
社
員
に
、
能

力
以
上
の
事
を
強
要
す
る
中
で
三
名
の
退
職
も
発

生
。
運
転
を
扱
え
る
人
が
少
な
く
業
務
に
支
障
が

出
て
い
る
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
事
も
あ
る
し
、

社
会
人
採
用
で
も
乗
務
員
希
望
は
い
る
し
、
一
般

採
用
で
も
非
現
業
希
望
も
い
る
。
根
本
的
に
社
員

の
運
用
を
変
え
る
べ
き
。
国
労
と
し
て
代
案
作
り

を
。
◎
欠
員
が
深
刻
で
、
三
名
必
要
な
予
備
が
一

人
し
か
確
保
で
き
な
い
。
年
休
も
入
ら
な
い
が
、

八
王
子
地
区
本
部
は
一
〇
月
一
三
日
、
八
王
子

労
政
会
館
に
お
い
て
、
第
一
一
回
定
期
大
会
を
開

催
し
た
。
議
長
に
相
原
駅
分
会
の
船
木
代
議
員
、

副
議
長
に
大
月
駅
連
合
分
会
の
間
下
代
議
員
を
選

出
し
た
。
委
員
長
挨
拶
で
は
、
安
全
第
一
の
企
業

文
化
の
構
築
・
平
和
と
民
主
主
義
の
闘
い
・
労
働

条
件
改
善
・
組
織
強
化

拡
大
・
不
採
用
問
題
解

決
が
提
起
さ
れ
た
。
三

多
摩
交
運
・
三
多
摩
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
・
推

薦
議
員
・
地
本
石
上
委

員
長
の
挨
拶
を
受
け
た
。

午
後
は
一
五
名
の
代

議
員
か
ら
の
発
言
を
受

け
た
。
◎
貨
車
・
機
関

車
の
長
距
離
運
用
で
一

一
一
月
一
〇
日
一
五
時
三
〇
分
か
ら
、
東
京
地

方
裁
判
所
一
〇
三
号
法
廷
に
お
い
て
、
採
用
差
別

事
件
の
第
二
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
。

三
〇
名
の
原
告
団
と
傍
聴
席
一
杯
の
仲
間
の
中

で
、
四
名
の
原
告
団
に
よ
る
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
、

札
幌
闘
争
団
の
仲
尾
多
佳
史
さ
ん
は
、
保
線
区
で

学
習
と
経
験
が
物
を
言
う
ミ
リ
単
位
の
保
線
の
仕

事
の
奥
深
さ
を
知
り
、
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
励

ん
だ
。
企
業
人
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
人
は
採
用

さ
れ
な
か
っ
た
。
清
算
事
業
団
で
時
間
を
つ
ぶ
す

だ
け
の
毎
日
で
「
労
働
者
か
ら
仕
事
を
取
っ
た
ら

人
間
が
だ
め
に
な
る
」
と
感
じ
た
。

都
城
闘
争
団
の
久
保
照
義
さ
ん
は
、
保
線
区
で
、

台
風
で
大
雨
の
日
も
、
猛
暑
の
中
で
も
、
鉄
道
を

守
る
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
。
管
理
局
の
人

が
、
一
日
中
仕
事
を
監
視
し
た
こ
と
。
一
人
の
組

合
員
を
管
理
者
五
〜
六
名
が
毎
日
取
り
囲
ん
で
、

国
労
脱
退
を
強
要
さ
れ
た
。

鳥
栖
闘
争
団
（
久
留
米
班
）
の
寺
崎
憲
行
さ
ん

は
、
駅
で
役
員
・
活
動
家
が
人
活
に
隔
離
さ
れ
た

後
は
管
理
者
の
や
り
放
題
と
な
り
、
組
合
員
一
人

を
六
〜
七
人
の
管
理
者
が
囲
ん
で
脱
退
を
強
要
し

た
こ
と
。
支
部
の
役
員
は
直
前
に
鉄
産
労
を
旗
揚

げ
し
、
新
会
社
に
採
用
さ
れ
た
。

鳥
栖
闘
争
団
の
故
・
池

田
浩
輝
さ
ん
の
妻
・
美
紀

さ
ん
は
、
清
算
事
業
団
か

ら
就
職
あ
っ
せ
ん
を
受
け

た
話
な
ど
、
主
人
か
ら
一

度
も
聞
か
な
い
。
夫
婦
で

様
々
な
仕
事
を
し
た
こ

と
。
家
族
に
心
配
か
け
ま

い
と
、
末
期
ガ
ン
ま
で
、

体
の
不
調
を
訴
え
な
か
っ

た
。
不
採
用
だ
け
が
主
人

の
命
を
奪
っ
た
と
は
言
え

第
一
六
回
地
本
へ
ら
鮒
釣
り
大
会
が
、
加
須

吉
沼
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
釣
り
場
の
大
会
に
も
同
時
参
加
と

な
り
、
優
勝
は
逃
し
た
が
、
最
後
の
抽
選
で
賞

金
が
続
け
て
当
た
り
、
運
の
強
さ
を
見
せ
付
け

た
。今

回
は
、
同
好
会
事
務
局
の
努
力
に
よ
り
、

今
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
手
紙

を
差
し
上
げ
た
が
、
特
に
参
加
が
悪
く
、
今
後

の
取
り
組
み
に
一
計
を
案
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
と
も
な
っ
て
い
る
。
次
回
へ
の
組
合
員

の
更
な
る
参
加
呼
び
か
け
を
期
待
す
る
。

【
成
績
】

優
　
勝
　
中
村
　
寛

（
上
野
・
松
戸
電
車
区
）

二
〇
・
八
㎏

準
優
勝
　
大
川
　
亨

（
八
王
子
・
三
鷹
車
掌
区
）

一
六
・
八
㎏

第
三
位
　
大
嶋
洋
一

（
八
王
子
・
三
鷹
電
車
区
）

一
二
・
八
㎏

労
基
署
と
の
や
り
と
り
で
、
年
休
の
時
季
変
更

は
×
月
×
日
に
変
更
と
日
に
ち
を
指
定
さ
れ
な
い

限
り
時
季
変
更
で
は
な
い
、
と
言
わ
れ
、
当
局
に

迫
る
中
で
、
指
導
員
を
外
し
て
当
面
予
備
を
二
名

に
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
真
摯
な
討
論
の
あ
と
横
森
書
記
長
に

よ
る
集
約
が
行
わ
れ
、
安
全
安
定
輸
送
、
効
率
化

施
策
に
対
す
る
仕
事
総
点
検
、
正
常
な
労
使
関
係

の
構
築
、
組
織
拡
大
へ
の
闘
い
に
全
力
を
挙
げ
よ

う
と
提
起
さ
れ
、
方
針
・
予
算
を
確
立
。
新
委
員

長
に
小
山
富
夫
氏
（
立
川
車
掌
区
）
を
再
選
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
終
了
し
た
。


